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ユナイテッド・オーバーシーズ銀行 （UOBH） 
アプリの中に仮想都市を構築するゲームを組み込んだデジ

タル銀行 TMRW のミレニアム世代への普及を期待 
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 2019/12 通期は、総収益が前期比 10.0％増、当期利益が同 8.4％増。

純金利収益、純手数料収益、その他非金利収益ともに増収だった。 

 地域別の税引き前利益は、シンガポール、中国（グレーターチャイ

ナ）、インドネシアが前期比増益。マレーシア、タイが同減益。 

 アプリに仮想都市を構築するゲームを組み込んだアセアン初のデジ

タル銀行 TMRW がミレニアム世代へ普及が進むと期待されよう。 

What is the news？ 

1/21 発表の 2019/12 通期は、総収益が前期比 10.0％増の 100.30 億

SGD、営業利益が同 8.7％増の 55.58 億 SGD、当期利益が同 8.4％増の

43.43 億 SGD だった。総収益は、①純金利収益が純金利マージンの低下を

貸出残高の堅調な伸びが吸収し同 5.5％増の 65.62 億 SGD、②純手数料収

益がウエルス・マネジメントとクレジットカード手数料の寄与により同

3.3％増の 20.62 億 SGD、③その他非金利収益がトレーディングおよび投

資収益の寄与により同 54.3％増の 14.35 億 SGD だった。総費用は、人材

とテクノロジーへの投資強化により同 11.7％増の 44.72 億 SGD。貸倒引

当金繰入額は、価値が減損した貸出債権の信用コスト上昇のため同

10.7％増の 4.35 億 SGD。関連会社や合弁企業からの収益は、持分の減少

により同 51.9％減の 5,100 万 SGD。不良債権比率（NPL）は 5 四半期連続

で 1.5％となった。 

貸出残高は前期末比 2.7％増の 2,690 億 SGD。シンガポールが同 1.5％

増となった他は中国（グレーターチャイナ）が同 2.5％増、タイが同

17.6％増と伸びた。地域別の税引き前利益では、シンガポールが同 8.4％

増、中国（グレーターチャイナ）が同 19.0％増、インドネシアが同 9.1％

増だった一方、マレーシアが同 5.2％減、タイが同 3.9％減だった。セク

ター別の営業利益では、リテール部門が同 8.3％増、ホールセールス・バ

ンキング部門が同 2.7％増、グローバル市場部門が同 42.8％増だった。 

How do we view this？  

2020/12 通期の会社見通しは、対顧客収益の利益率の低下や信用コスト

悪化といった逆風を予想する一方、ウエルス・マネジメント事業の手数

料収益の増加を見込んでいる。同社は 2019/3 にタイでスマホのアプリだ

けで営業するデジタル銀行の TMRW をアセアンで初めて開業した。スマ

ホアプリの中に仮想都市を構築するゲームを組み込み、預金すればする

ほど仮想都市を発展させられるゲーム感覚の預金サービス、および SNS

をヒントに組み込んだチャット機能など、モバイル・オンリーのミレニ

アム世代をターゲットとしている。2020 年にはインドネシアでも開業予

定である。同社はアセアンにおけるデジタル銀行の市場規模を 100 億

SGD と見ており、TMRW が業績拡大の原動力になると期待されよう。

2020/12 通期市場予想は、当期利益が前期比 16.8％減の 36.13 億 SGD。 

 

 

業績推移 ※参考レート  1SGD=75.73円

事業年度 2017/12 2018/12 2019/12 2020/12F 2021/12F

当期利益（百万SGD） 3,390 4,008 4,343 3,613 3,833

EPS（SGD） 1.98 2.33 2.54 2.11 2.29

PER（倍） 10.06 8.55 7.84 9.44 8.69

BPS（SGD） 20.37 21.31 22.33 23.53 24.68

PBR（倍） 0.98 0.93 0.89 0.85 0.81

配当（SGD） 0.80 1.00 1.10 1.14 1.21

配当利回り（％） 4.02 5.02 5.52 5.73 6.08

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 1.14 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 19.91

会社概要

企業データ（2020/4/21）

ベータ値 1.11

時価総額（百万SGD） 33,196

企業価値=EV（百万SGD） -

3ヵ月平均売買代金（百万SGD） 93.5

主要株主（2020/4）     （％）

1.Wee Investments  PTE LTD 8.01

2.Wah Hin & Co PTE LTD 5.16

3.Vanguard Group 2.43
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1935年設立のシンガポールに本社を置く銀行。当初は

福建省のコミュニティ向け「ユナイテッド・チャイニーズ銀

行」として設立されたが、買収などを通じて国際的な金融

機関となり、現在はアジア太平洋地域、西ヨーロッパ、北

米の19の国と地域に500以上のオフィスを持つ。 ムー

ディーズの格付けがAa1、S&Pとフィッチ・レイティングの

格付けがAA-と、世界のトップバンクの1つに位置付けら

れている。

　資産運用を担うUOBアセットマネジメントは、シンガポー

ルで最も高い地位を誇るファンドマネージャーの1つであ

る。 グループ傘下には、シンガポールのファーイースタ

ン銀行、ユナイテッド・オーバーシーズ銀行（マレーシ

ア）、ユナイテッド・オーバーシーズ銀行（タイ）、PTバンク

UOB インドネシア、ユナイテッド・オーバーシーズ銀行

（中国）等があり、東南アジア全域で活動を展開してい

る。

                    （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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